平成23年7月18日(月)　情報処理演習U2　最終課題
担当：小宮山智志
課題：7月11日の授業で、私たちが答えたアンケート結果を分析し、以下の問いについて、レポートをまとめてください。
レポートタイトル：U2参加者における「スポーツ観戦型立ち飲みバー」の企画
レポートの内容　*レポートは箇条書きではなく、文章で書きましょう。


*1.課題・2調査概要・3.分析・4.結論の4部構成で書きましょう。
　　　　　　　　*タイトルを初めに書きます。次に、改行して学籍番号と氏名、改行を入れて本文（1.



課題・2調査概要・3.分析・4.結論）が始まります。
1.課題
　このレポートで何をどのように明らかにするか記す。

何を
　

a.どのような人々が何名、参加すると予想されるか。


b.料理・酒類をいくらに設定すれば良いか。

どのように：
a.参加希望者について
　参加希望の度合いとサッカーの好きな度合い、飲酒の習慣の頻度とのクロス集計表を作成し、「サッカー好き」が参加を希望しているか「飲酒好き」が、参加を希望しているか、明らかにする。
b.価格設定について
　参加希望の度合いと、食事の金額の値段希望、酒類の値段の割高感のクロス集計表を作成し、料理・酒類をいくらに設定すれば良いか考察する。
2.調査概要
　どのような調査を実施したのか、具体的に記す。
　例　調査の目的・調査対象・調査票の配布回収方法・調査の日時
3.分析
・クロス集計表と、グラフを用いましょう。
・表・グラフには図表番号と図表のタイトルを付けましょう（例；表1サッカー好きの度合い別、参加希望者の割合のクロス集計表・図1表1サッカー好きの度合い別、参加希望者の割合の帯グラフ）。
・表は上部に、図は下部に図表番号・図表のタイトルを付けます（例；表1・図１）。
・図表を載せたら、必ず、本文で解説をします。図表のどこを見ると、何がわかるのか、具体的に数値を挙げて論じてください。
　例：表1「サッカー好きの度合い別、参加希望者の割合のクロス集計表」を見てほしい。「（サッカーを）好き」な回答者においては、55.6％（9名中の5名）が「スポーツ観戦型立ち飲みバー」を利用したいと回答している。この割合は、サッカー好きの度合いが下がるほど、低下していく。「どちらかと言えば好き」においては、30％、以下、「どちらかと言えば嫌い」「嫌い」は、共に0％である。
　それに反して、「スポーツ観戦型立ち飲みバー」を「どちらかと言えば利用したくない」「利用したくない」について、サッカー好きの度合いについて、その割合を比べてみると
（以下は、自分で考えてください！）
　これをグラフにしたのが、図1である。サッカーが「好き」ほど、濃い色の部分（利用希望度が高い）の部分が多く、サッカーが嫌いなほど色の薄い部分（利用希望度が低い）ことが伺える。サッカーが好きなほど、「スポーツ観戦型立ち飲みバー」を利用したいと考えることが伺える。
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図 1　サッカー好きの度合い別、参加希望者の割合の帯グラフ
表 1　サッカー好きの度合い別、参加希望者の割合のクロス集計表
	問１
	利用
したい
	どちらかといえば利用したい
	どちらかといえば利用したくない
	利用
したくない
	総計

	好き
	55.6%
（5名）
	11.1%
（1名）
	11.1%
（1名）
	22.2%
（2名）
	100.0%
（9名）

	どちらかといえば
好き
	30.0%
（3名）
	40.0%
（4名）
	20.0%
（2名）
	10.0%
（1名）
	100.0%
（10名）

	どちらかといえば
嫌い
	0.0%
（0名）
	42.9%
（3名）
	57.1%
（4名）
	0.0%
（0名）
	100.0%
（7名）

	嫌い
	0.0%
（0名）
	0.0%
（0名）
	33.3%
（1名）
	66.7%
（2名）
	100.0%
（3名）


4.結論
　このレポートで、明らかになったことをまとめよう。
＊周りの方にどんどん質問してください。出来た方から、印刷して、私に提出して終了です。
＊大学・企業などにおいて、調査の報告書を執筆するときの基本系です。今回のレポート、ならびに授業のファイルは、保存しておいて、今後にご活用ください。
